
CDAとしての成長モデル
～それぞれの現場で実践を重ね、専門性を育てるための研修体系～

本体系は、経験や立場を問わず、それぞれの現場で支援に関わる人が、または、これから本格的に支援を始めようとする人が、実践と振り返りを重ねながら専門性を育てていくためのものです。

企業、教育機関、公的機関、フリーランスなど、多様な場で人の成長に関わる方が自分の歩幅で学びを深めていくことを目指しています。

JCDA
認定CDA
インストラ
クター

グループを対象に、キャリアカウンセリング
の目的やそのための関りを、自らがキャリ
アカウンセリングを体現しながらやりとり
することで、受講者が興味をもって考えな

がら学びを深めるための専門家

JCDA
認定

スーパー
バイザー

キャリアカウンセラーとの対話を通じて、相
談者の自己概念の成長を促すとはどうい
うことか、自身の関りの背景にある捉え方
を内省し効果的に関われるよう、キャリア
カウンセラーの成長を通じて相談者の成長

を促すための専門家

ステップ１：

意図性をもった支援を支える基盤づくり

ステップ２：

実践力の核心・構造化の力を身に着ける

ステップ３：

実践力の発揮／指導者としての専門性

指導者候補養成講座

～CDA実践力向上～

ケース概念化・カウンセリング

・自己認識の3つの観点から実践を

支える土台を鍛える

【意図性をもった支援を支える

基盤づくり】

指導者候補養成講座

マスター

キャリアカウンセリングを

説明できる力を習得

【実践力の核心・構造化の力

を身に着ける】

ステップ：

支援者としての自己を育む
プレミアムセミナー

意図と根拠をもって

関われる実践者へ

・自己概念の成長を軸に、多様な現場

（企業・公的機関・教育現場等）で実践

・個別からグループまで応用できる支援力

・周囲から信頼され、現場を支える、

それぞれの現場で支援の質を高める中核人材へ

自身の事例や逐語、ロールプレイ等の演習を通して、

「相談者の語りや変化を構造で捉え深める・説明する力」

を習得。結果的に応用力・再現性が向上します。

内省と、ケース検討、ロールプレイ等の演習により、

面談を「感覚」から「構造」で捉える力と自己認識を

深め、実践の土台となる力を培います。

自己概念の成長をキャリアカウンセラー自身が体現。

結果的に支援の質が変化します。

※１ 指導者としての役割を発揮したり実践力が向上しても、継続的に研鑽し続けることが求められます。

実践し、振り返り、実践する。その積み重ねによって、専門性を深め、キャリアカウンセラーとしての成長を目指しま

す。支援を始めたばかりの人も、より専門性を深めたい人も、それぞれの地点から歩みを進めることができます。

※１

求められる人材像


